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第２節 活⽤の現状と課題 
磯浜古墳群の活⽤⾯に関しては、活⽤事業内容別に分けて、令和元年度の国指定以後の成

果を現状として整理した上で、課題を抽出しておきたい。 
指定地全体の現状と課題 

区 分 対 象 現 状 課 題 

学校教育 ⼩学校 ⼤洗⼩学校４〜６年⽣のクラブ活
動（①）や、歴史を学ぶ全６年⽣
を対象とした古墳マップの配布、
企画展に合わせ GIGA スクール授
業などを⾏っている。 

古墳群や埴輪を学べる
機会は、年間では限定
的である。 

中学校 事業は未着⼿だが、郷⼟愛を育てる
上で、地域の遺跡や⽂化財に関する
学習が必要と認識されている。 

外に出かける時間が取
れ な い の が 実 情 で あ
る。 

⾼等学校 県⽴⼤洗⾼等学校では、『総合的な
探求の時間』の⼀環として、⼤洗地
域の磯浜古墳群をテーマに学んで
いる（②）。 

古墳群や埴輪を学ぶ機
会は、⼀部の⽣徒のみ
である。 

⼤学 茨城⼤学⼈⽂社会科学部⼈間⽂化
学科の学部２〜４年⽣の授業とし
て、磯浜古墳群の調査（○3 ）、あるい
は保存と活⽤の実践を学ぶカリキ
ュラムがある。 

断続的な実施であり、
継続的に実践していく
必要がある。 

⽣涯学習 
 
 
 
 
 
 
 

公⺠館講座 特別講座として町⺠を対象に年１
回開催。磯浜古墳群を学ぶ歴史講座
が開設され、10 数名が座学と現地を
⾒学する（④）。 

開催に当たっては、多
くの町⺠の参加を促す
必要である。 

⾼校⽣会 ⼤洗町在住の⾼校⽣を中⼼とする
ボランティア団体で、様々な⽣涯学
習活動に参加している。過去の夏季
企画展では、展⽰室受付やワークシ
ョップの準備、古墳グッズの陳列や
販売を⼿掛けた（⑤）。磯浜古墳群の
埴輪を知り、活かされる場⾯を経験
する機会となった。 

会員の積極的な活動を
維持する必要がある。 
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区 分 対 象 現 状 課 題 

⽣涯学習 各種団体講座 令和２年７⽉７⽇公⺠館講座「知求
⼈講座−⼤洗井⼾端会議−」、令和
２年９⽉ 23 ⽇男⼥共同参画「きら
きら⼤洗ネットワーク研究会」な
ど。 

史跡指定後、⽣涯学習
活動を実践する各種団
体が、古墳の価値を伝
える 講 座 を 開 催 し た
が、断続的である。 

⾃⼰学習 『いばらき古墳旅まっぷ Vol.01・
02』のマップ類の作成や考古学企画
展のパンフレットの配布は、磯浜古
墳群を⾝近に感じる機会を提供し、
⾃ら古墳に⾜を運ぶ⾃主学習の機
会を⽣んでいる。 

⾃⼰学習に結び付くよ
うに、⾝近な刊⾏物を
今後とも定期刊⾏する
必要がある。 

地域振興・
観光 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

史跡探訪 磯浜古墳群の史跡探訪は、町教育委
員会主催事業の他に、茨城県内の公
⺠館講座・歴史愛好家やハイキング
などの市⺠グループ・⾼等学校史学
部など、多様な団体による⾒学会が
開催されており、その数は正確には
把握しきれていない（⑥）。 

磯浜古墳群の史跡探訪
に際しては、経路案内
が不充分 な 地点が あ
り、迷う可能性がある。 
 

企画展 平成 29 年度以降、毎年開催。年１
回夏季に⾏う埋蔵⽂化財企画展は
磯浜古墳群や埴輪を様々なテーマ
で展⽰し、町⺠の郷⼟愛の醸成や⼤
洗町外からの観覧者を招き地域振
興や観光に繋げている（⑦）。 

企画展開催時のアンケ
ートには、期間限定の
企画展だけではなく、
磯浜古墳群の埴輪や副
葬品などの常設展⽰を
希望する意⾒が多い。 

シンポジウム 
 
 

毎年、磯浜古墳群を核としたシンポ
ジウムを 12 ⽉に開催して５回を経
過した（⑧）。聴講者数は増加してお
り、定期的に開催することで、⼤洗
町と古墳とを結びつけるイメージ
が定着してきている。県内在住者の
割合が増加しており、県⺠を中⼼に
磯浜古墳群の周知が進み、⼀定数の
ファン層が開拓されている。 

開催後のアンケート結
果にも12⽉のシンポジ
ウムの継続を望む声は
多いので継続していき
たいが、今後は古墳を
扱った多視点のテーマ
の設定が必要になって
くる。また、興味関⼼の
低い層への裾野を広げ
る⽅策が必要である。 
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区 分 対 象 現 状 課 題 

地域振興・ 
観光 

グッズ製作 
販売 

磯浜古墳群オリジナルトートバッ
クや姫塚古墳・⽇下ヶ塚古墳の古墳
クッションなどが開発、販売されて
おり、古墳に接近する間⼝を広げて
いる（⑨）。 

多くのファン層を取り
込むため、今後更なる
グッズ展開は⼤切であ
る。 

キャラクター ⼤洗町公式キャラクターアライッ
ペの古墳バージョン（鏡・勾⽟）（⑩）
や、⽇下ヶ塚古墳の調査成果を取り
込んだ擬⼈化キャラの『⽇下ヶ塚』
ちゃん（⑪）の誕⽣。ぬいぐるみや
アクリルスタンドなどの関連グッ
ズも販売。 

キャラクターの世界観
に沿った広報⽅法の開
発が必要である。 

イベント 磯浜古墳群を活⽤した⼤洗観光協
会主催の『うみまち照らす in磯浜古
墳群』が開催され、古墳の前⽅部を
スカイランタンの光で復元するラ
イトアップ、埴輪の露出展⽰、古代
をイメージする舞台発表などを⾏
った（⑫）。普段、古墳を訪れないカ
ップルや若いファミリー層などが
⾜を運び、新たに古墳や埴輪に触れ
る機会となった。 

磯浜古墳群で開催する
歴史的背景や価値につ
いての伝え⽅が⼤切で
ある。 

SNS ⽣涯学習課⽂化財係が FaceBook
『⼤洗町の歴史と⽂化』と twitter
『⼤洗町の歴史と⽂化』を管理・運
営する。古墳の価値、⽇々の景観や
季節の移ろい、イベントの告知や報
告などの情報を発信し、古墳ファン
や⼤洗町ファンなどの⽐較的若い
世代と緩やかに繋がっている。 

情報の速報性や、コア
なファンとのネットワ
ークを構築する上で有
効で あ る が 、 多 様 な
⼈々への周知には課題
がある。 
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写真 4-1 活⽤の現状と課題 
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写真 4-2 活⽤の現状と課題 

 


